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四
国
電
力

・
伊
方
３
号
機
の
運
転

差
し
止
め
を
、
松
山
市
と
広
島
市
の

住
民
が
求
め
た
仮
処
分
申
請
の
即
時

抗
告
審
で
、
広
島
高
裁

（野
々
上
友

之
裁
判
長
、
太
田
雅
也
裁
判
官
、
山

本
正
道
裁
判
官
）
は
十
二
月
十
三
日
、

火
山
事
象
の
影
響
に
よ
る
危
険
性
に

つ
い
て

「原
子
力
規
制
委
員
会
の
判

断
は
不
合
理
」
と
し
て
、
広
島
地
裁

の
決
定
を
変
更
し
、
二
〇

一
人
年
九

月
二
十
日
ま
で
運
転
を
認
め
な
い
決

定
を
出
し
た
。
原
発
の
運
転
を
差
し

止
め
る
高
裁
判
断
は
全
国
で
初
め
て
。

伊
方
３
号
機
は
十
月
か
ら
定
期
検

査
入
り
で
運
転
停
止
中
。　
一
月
に
稼

働
を
再
開
す
る
四
電
の
計
画
は
事
実

上
不
可
能
に
な
っ
た
。
異
議
申
し
立

て
や
抗
告
で
高
裁
決
定
が
覆
ら
な
い

限
り
、
差
し
止
め
の
法
的
効
力
は
続

く
。
差
し
止
め
の
区
切
り
を
設
け
た

こ
と
に
、
野
々
上
裁
判
長
は
、
広
島

地
裁
で
審
理
中
の
本
訴
訟
で
異
な
る

判
断
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
。

決
定
が
問
題
と
し
た
の
は
伊
方
原

発
か
ら
約
百
三
十
麟
先
に
あ
る
阿
蘇

カ
ル
デ
ラ
噴
火
の
リ
ス
ク
だ
。
約
九

万
年
前
の
過
去
最
大
の
噴
火
に
よ
る

火
砕
流
が
原
発
敷
地
に
到
着
し
た
可

能
性
も
十
分
小
さ
い
と
は
言
え
ず
、

火
山
ガ
イ
ド

（規
制
委
の
安
全
性
審

査
の
内
規
）
に
照
ら
し
て
も
原
発
立

地
は
不
適
と
結
論
づ
け
た
。

火
山
リ
ス
ク
で
は
、
九
州
電
力

・

川
内
１

・
２
号
機
に
つ
い
て
、
福
岡

高
裁
宮
崎
支
部
は
二
〇

一
六
年
四
月
、

原
則
四
十
年
運
転
の
期
間
中
に
噴
火

が
発
生
す
る

「相
応
の
根
拠
が
示
さ

れ
な
い
限
り
、
安
全
性
に
欠
け
る
と

は
い
え
な
い
」
と
し
て
住
民
の
差
し

止
め
請
求
を
退
け
た
。
こ
の
大
規
模

噴
火
の
発
生
確
率
が
低
頻
度
で
無
視

し
う
る

「社
会
通
念
」
の
言
及
を
三

月
の
広
島
地
裁
決
定
も
引
き
継
い
だ
。

広
島
高
裁
の
決
定
は
、
こ
の

「社

会
通
念
」

へ
の
理
解
は
示
し
な
が
ら

枠
組
み
を
変
え
た
決
定
は

「限
定
解

釈
」
で
あ
り
、
新
基
準
の
趣
旨
に
反

す
る
と
否
定
し
た
。

伊
方
原
発
を
と
め
る
弁
護
団
、
伊

方
原
発
を
と
め
る
会
の
声
明
に
あ
る

よ
う
に
、

「当
然
の
認
定
と
は
い
え
、

高
く
評
価
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
声
明
は

「火
山
事
象
以
外
の

規
制
委
の
新
規
制
基
準
は
合
理
的
で

あ
り
、
伊
方
原
発
が
新
規
制
基
準
に

適
合
す
る
と
し
た
原
子
力
規
制
委
員

会
の
判
断
も
合
理
的
と
し
た
判
断
は

正
当
で
は
な
い
し
、
特
に
地
震
に
つ

い
て
の
判
断
は
明
ら
か
な
誤
り
で
あ

る
」
と
指
摘
す
る
。

な
か
で
も
、
中
央
構
造
線
の
直
近

に
位
置
す
る
伊
方
原
発
は
、
世
界
有

数
の
地
震
国

・
火
山
国
で
の
原
発
立

地
で
あ
り
、
本
来
、
立
地
許
可
は
あ

り
え
な
い
も
の
。
ま
た
、
差
し
止
め

期
限
の
設
定
の
根
拠
も
薄
弱
で
あ
る
。

阿
蘇
噴
火
の
危
険
を
警
告

「原
発
ゼ
ロ
の
未
来

へ
福
島
と
と
も
に

３

０
日
時
＝
二
月
四
日
貧
∞
８̈
～
〓
６
ｏ
集
会

○
場
所
＝
東
京

・
日
比
谷
野
音

○
主
催
＝
原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
会

４
全
国
大
集
会
」

工
【８
～
８
一８

デ
モ
）

「原
発
ゼ
ロ
週
間
」
（３

・
３
～
３
・
１
１
）
を
呼
び
か
け

○
欠
陥
老
朽
の
東
海
第
一
一原
発
の
答
違
馨
部
を
申
請

（二
面
）

∩
活
僣
彼
よ
愁
型
０
鷹
駒
層
の
可
能
性
不
曇走
で
き
ず

曾
一面
）

○
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
　
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

「核
兵
器
は
必
要
忠
で
は
な
く
絶
対
止ど

（五
面
）

●
原
発
立
地
に
当
た
っ

て
カ
ル
デ
ラ
噴
火
の
危

険
を
重
視
し
た
司
法
の

警
告
の
立鼻
味
は
大
き
い
。

火
山
災
害
は
地
震
災
害
を
遥
か
に

上
回
る
●
日
本
列
島
に
は
、
屈
斜

路
、
支
笏
、
洞
爺
、
十
和
田
、
阿

蘇
、
姶
良
、
阿
多
、
鬼
界
…
と
、

比
較
的
新
し
い
大
型
カ
ル
デ
ラ
火

山
が
あ
る
●
百
立
方
キ
ロ腐
以
上
の

マ
グ
マ
を
放
出
す
る
カ
ル
デ
ラ
噴

火
は

一
万
年
に

一
日
程
度
。
数
十

立
方
キ
ロ房
以
上
の
噴
火
な
ら
六
千

年
に

一
回
程
度
発
生
す
る
●
約
七

千
三
百
年
前
の
列
島
最
新
の
鬼
界

カ
ル
デ
ラ
噴
火
で
は
南
九
州
か
ら

四
国
に
か
け
て
住
ん
で
い
た
縄
文

人
は
死
滅
か
食
量
を
求
め
て
移
動
。

千
年
近
く
無
人
の
地
に
●
約
二
万

年
前
の
最
大
の
姶
良
カ
ル
デ
ラ
噴

火
は
九
州

一
帯
に
広
大
な
火
砕
流

台
地

（シ
ラ
ス
台
地
）
を
形
成
。

現
在
の
桜
島
火
山
は
そ
の
後
に
出

現
し
た
後
カ
ル
デ
ラ
火
山
●
火
山

は
日
本
列
島
に
恵
み
と
災
害
を
も

た
ら
す
。
伊
方
原
発
立
地
は
不
適
！


